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巻頭せ　速　歩

｢温もりの時代｣

渡部　小夜子

硫黄の匂いが流れる小さな温泉の町で､少女期までを過ごした｡
登下校の道程は､子供の足で約30分位であったろうか｡その仲間達
の中に､今にして思えば軽い知的､身体障害を持っている少年がい
た｡日々の中で彼を庇うことは､誰に教えられるともなく当り前の

ことだった｡雪降りの日､皆で彼を真ん中にして歩き､少しでも雪

が降りかかるのを防いであげたのを鮮明に思い出す｡
勿論､悪い事をした時は隣近所の大人達に親以上に叱られもした｡
すべてが自然体だったし､温もりがあった｡
いま､余｡にも人間関係全体の愛の希薄さを感じずにはいられさ
い事件が多過ぎる｡経済大国だ､長寿国家だと聞かされてもむなし
さだけが脳裏を駆け巡る｡

昨年､今年､と孫2人に恵まれた｡日一日と成長し､言葉も覚え

初めた孫の未来に思いを馳せる時､私が天恵として与えられていた
｢心の源風景､温もりの時代｣が､再び蘇っていることを願ってや

まない初秋の日々である｡
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『やすしい介護保険q)は巻し』講座開催報告

釧路支部副支部長　　関　精逸

当支部主催の｢やさしい介護保険のはなし｣の学習会を､去る8月26日(土)
に釧路市交流プラザ『さいわい』で､そして9月9日(土)に白糠町保健セ
ンターで開催しました｡今後10月28日(土)に釧路町保健福祉センター『あ
いば-る』で実施の予定になっておりますが､釧路市と白糠町の講座の概要
については所感の一端を述べて報告といたしますo
この学習会に参加したのは､釧路市の会場で31人､白糠町の会場で21人で

した｡釧路市の会場では､釧路市福祉部次長･林義則介護高齢者福祉課長さ
んにご多忙の中､講演いただきました｡白糠町の会場では､講師が白糠町保
健福祉部･松尾芳徳介護保険課長さんに講演いただきました｡白糠町は､講

dB誓芸讐写賢芸悪書孟宗だ請冨諾宗票雪雲芸文忘重言警誓.bったの
講座の内容そのものは､本質的には同じものでありますが､釧路市の場合
は大型スクリーンを使い映像による解説でしたが､白糠町では黒板を使い手
書きによる説明で､話す内容も町の財政も含めて聞く方の反応を見ながら話
しているように見られました｡

講座が終わり､質問を受けましたが､どちらの会場も3件の質問があり釧
路での抽象的な質問に対し､白糠では個別的な自己負担に最高額についての
質問がありました｡
今回の｢やさしい介護保険のはなし｣講座の開催に当たっては､釧路市福
祉部､白糠町保健福祉部と当支部との綿密な打ち合わせにより実施したもの
であります｡松尾課長さんが挨拶でも触れておりましたが､行政としても機
会の都度町民に制度の趣旨､そして改正について周知の説明をしてきたとい

+1孟霊芝至霊芸遠雷警芋,B諾悪霊慧旨芸ALJ三C,=かなと感｡ましたo一般

的な講演会ではないので､参加-一-:-

者にとっては身近な問題なので
真剣に聞いておりました｡今回
の講座開催にあたり釧路市､白

糠町の福祉関係の職員の皆様に
お世話になりました｡紙上を借
りて厚くお礼申し上げます｡ま
た参加者の皆様にもお礼申し上
げます｡
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篇王的砲戦病愚者､陣智者を
餐族の全選集禽報告

第33匝]難病患者･障害者と家族の全道集会
in十勝に参加して

脊小部会　荒川　美恵

8月5日(土)､ 8月6日(日)の両目､

今年の集会の地は､帯広市でした｡気温､
30度を超す暑い熱い集会でした｡

道すがら十勝平野は､まさに麦の秋､

青々と成育した麦畑と並んで白い花をつ
けたじゃがいも畑が美しく続いていま●
た｡

釧路支部からは福祉バスと自家用車で
総勢30名の方々が参加しました｡私共､

脊小部会は､阿寒支部2名を含めて6名が参加しました｡うち3名
が初参加で嬉しく､力強く思われました｡
5日は､午後6時よりホテル"ノースランド帯広"で歓迎レセプ

ションが行われました｡患者･家族の皆様をはじめ､たくさんのボ

ランティアの方々との笑顔の交換がありました｡なっかしい方々と

の再会もありました｡何よりもお互いが元気で参加できたことに大

きな喜びをいただきました｡アトラクションは､帯広カムイトラウ

ポポ保存会の出演､貴重な伝統行事を実感しました｡
6日は､ 9時30分より､各会場にわかれての分科会

北祐会神経内科病院･武井麻子医師の医療講演会で こffo'｣､若妻芸才
第一･第二の役割､様々な症状とその治療について最新情報を得､
困っていることを質問し､仲間同士で病気に立ち向かう勇気をいた
だきました｡患者会の第三の役割は､ ｢本当の福祉社会をつくる｣

ために声をあげていくことです｡あたかも今年度は､医療制度･介

護保険･生活保護制度･税制と改悪がすすみ､とどめは､障害者自
立支援法の施行です｡貴重な患者･家族の方の訴えを聞き､ ｢障害

者自立支援法｣の講演と｢障害者の自立支援｣についてのシンポジ
ウムを通して問題点と今後の課題を学習することができました｡私
達一人一人が､ともに安心して生子吉ができる社会のためにできるこ

とから仲間とともに歩んでいけたらと思いました｡

-3　-



第33回全道集会に参加して

肝炎友の会(家族)　梅津　正枝

釧根肝友会会員の家族として毎年総会に参加させていただいてい
ます｡総会の場での道の集会参加を勧められ､看護師として何かお
役に立てればとの想いからお引き受けさせていただきました｡
青空の中､バスは途中乗り合わせながら休憩も取り､ゆっく　りと

おしゃべりをしたり　して時間をかけて帯広に到着｡

夜の交流会ではそれぞれの難病を抱えている仲間の方々が1年に
1回会われる方もいてか､生き生きとした表情で｢元気｣を確認し

あいながら笑顔で話されていたのが印象的でした｡年齢や性別に関

●係なく明るく､元気で仲が良く､お互いの当たり前の行為としての
思いやる気持ちがいっぱいで何か圧倒された思いでした｡もう一つ

会場いっぱいに参加されている方々自身が成功させようという熱意
に溢れていたように恩いました｡終了後お仲間と行動させていただ
き屋台村や七夕まつりを観て楽しい夜を過ごしました｡
2　日目は､肝炎部会の分科会に参加して､ ｢最新の肝臓治療｣と

題して帯広厚生病院の菊池英明先生による講演は其聾な語り口で日
常一生懸命に患者様に向き合って診療にあたられているのがデータ
からみても解る､分かりやすい講演内容だったと思います｡新しい

治療法を含め､自分の病気を理解することは安心して療養できるこ
とと同じですね｡とても勉強になりありがとうございました｡

午後の全体会は､盛り沢山の内容で時間が足りない感じでした｡

●晋霊芝
の数が多数ありまとめていかれる方々は大変だろうな-･とい

が率直なところです｡患者の現実に迫っている困難さなど何

故行政は理解してくれないんだという気持ちがあると思いました｡
主義主張の違いもあり､あれ?という思いも正直ありました｡

今回初めて参加させてもらい､バスの中では何事もなく役割を果
たせたとの思いですがもう一歩突っ込んだかかわりが出来なかった
のが自分自身の反省点でした｡

みなさんの元気パワーに勇気付けられた2　日間でした｡また夫が
自分の病気から滝川の肝炎友の会を立ち上げ､その後､釧路の肝友
会役員として私も微力ながらも共に頑張って来て現在があると改め
て実感できた全道集会でしたo　有り難うございました｡

t･ J'　　　■主† :
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謬原病部会　上村　直子

去る7月1日(土)､ 2日(日)､釧路市ふれあい広場が国際交流

センターで開催されました｡ 1日(土)は16時より辻イト子氏の講

演が行われ､その後ビールパーティーがありました｡ 2日(日)は

市民ふれあい広場､毎年難病連では食の広場でコーヒーやジュース
の販売を行っており､今年も参加させていただきました｡
いつもと違ったのは､今年は飲むヨーグルトの販売と難病連釧路

支部専属ボランティアの方達数名がお手伝いをして下さった事です｡
やはり私達患者にとっては､一日中というのはなかなか大変な事な
ので､ボランティアの方達が一生懸命販売してくれた事は本当に助

宍警誓●
かりました｡売り上げの方は年々減ってきてはいますが

動費として活かされていますので､貴重な活動だと思っています｡
当日お手伝いをしてくれた各部会の皆さん､学生ボランティアの

皆さん､専属ボランティアの皆さん､本当にお疲れ様でした｡
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-　釧根地区会倒しウ日エーS,ヨン報告ご′･Jj

｢秋の1日を楽しんだ釧根地区合同レクリエーション｣

小鳩会釧路分会　市村由紀子

9月16日(土)に弟子屈の｢900草原｣を会場に毎年恒例の釧根地

区合同レクリェ-ションがありました｡ ｢900草原｣は面積930haの

牧草地の一角にあり､見渡す限り広がる緑のじゅうたんとなってい
てとても素晴らしい所でした｡
この日は､釧路支部からの参加者は29名で､ボランティア｢ほほ

えみ｣より､成田洋子さんの協力もあり､秋の1日､戸外でとても

楽しいひと時を過ごす事ができました｡

●　今年の担当支部は､標茶･弟子屈支部の皆さんで､少ない会員数
の中､支部長の井関さん､事務局長の中嶋さんを中心に｢是非楽し
んでもらいたい!｣とこの目のために早い時期から準備を行ってた

との事で､ ｢パークゴルフ｣と｢松岡農園でのと　うきびもぎと　り体

験｣の2つの企画を用意してくれました｡私は中学生の息子と｢と
うきびもぎ｣に挑戦しました｡配られた袋は以外に薄く　5本入れる
とすぐに破れてしまい､規定の20本を詰めるのはやっとでしたが､
広大な畑の中から1本1本もぎとるのはとても楽しく息子も大満足
でした｡

そして､バーベキューコーナーで行った交流会は､焼き肉の他に､

さんま､チャンチャン焼､いもだんご-･焼台の上にはたくさんの食

材が並べられくいしんぼうの私達親子にとってはうれしい限りでし
た.その間パークゴルフ入賞者発表､く　じ引きもあって盛りだく　さ

●んの交流会はあっという間に過ぎてしまいましたo　帰りには､とう
きび等の標茶特産のおみやげが参加者全員に配られ､最後までいた
れり､つくせりのおもてなしをして頂き､標茶･弟子屈支部の皆さ
んには､感謝の気持ちでいっぱ
いです｡ありがとうございまし

た｡

さて､もぎたてのとうきびの味
は?というと､帰宅してさっそくゆ

でてみたら､粒がとても大きく､口

にするとプチンと粒がはじけ､甘味

も予想以上にしっかりあって格別に
おいしかったです｡来年は阿寒支部
さんの担当です｡
とっても楽しみですね｡
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部会報告とお知らせ
(提出のあった部会のみ掲載)

■釧根肝友会

梅津　則行

～B型肝炎訴訟が｢完全勝訴!｣しました｡

去る6月16日､最高裁判所において｢B型肝炎裁判完全勝訴｣の判

決が出されました｡ ｢感染したのは集団予防接種が原因｣として､

札幌の肝炎患者が国の責任と損害賠償を求めた裁判です｡私たち患
者会は17年間､この裁判を支え､一緒に戦ってきました｡また､予

防接種と感染の因果関係を証言してくれる医学者を探して全国各各
地を奔走してくれた弁護士のみなさん､証言を断る医師が多い
で唯一証言台に立ってくれた与芝昭和大学教授に心からお礼を

''三一

上げます｡そして､難病連のみなさんには署名や募金などのご協力
をいただき､ 17年間のご支援ありがとうございました｡

霊小鳩会釧路分会活動報告

市村　由紀子

日程 乖�:�>�vR�参加数 

7月1日 �(��･��)<�¥ｨ辷�d�8/��7家族目名参加 

テーマに学習会 �7ｸ8�986X4(4�4�8ｸ�ｸ7j(-�-�*h-ﾚ2�)kﾂ�

7月3日 �(9�(橙�10家族 

8月26日 �H,ﾈ8ﾈ4�8ｨ4x�ｸ5h8x92�噂ｩ]ｸﾏh��,X鵫*ｹ?x橙��7家族19名 

9月4日 �(9�(橙�11家族20名 

ー0月1日 仭ｩчwｸﾎﾈｧxﾕｨ,ﾈﾕｩ+y�i�h/��鈷/�,X,ﾉ(9�(橙� 

11月25日 ��X��,Y*y�ﾒ�(*�倡�ﾞﾈ.�2� 

12月 �7�,ﾈ8ﾈ4�8ｨ4x�ｸ5h8x92� 
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■脊髄小脳変性症友の会

4月　　　8日:第1回役員会

5月　　13日:第2回役員会

20日～21日:北海道脊髄小脳変性症友の会総会

交流会･講演会
25日:脊小だより　No.14発行

6月　　17日:釧路地区連絡会総会･交流会
20日:脊小だより　No.15発行

7月　　10日:第3回役員会

20日:会員宅訪問
8月　　19日:第4回役員会

9月　　　9日:第5回役員会

●10月　1日:リハビリ実技講座

荒川　美恵

雷旧D釧路支部

阿部　雄二郎
6月18日(目)に釧路支部総会･調理実習会を､ ｢釧路町保健福

祉センターあいば-る｣で行いました｡

今回の総会は2年ぶりに行ったのですが､昨年度は支部長の結婚
や支部役員2名の結婚に伴う転居などおめでたいことが重なり､残
念ながら支部の活動も停滞して行事が出来ず皆様には大変ご迷惑を
おかけしました｡

●　今年は総会と調理実習会のため参加者が少ないかもと考えていま
したが役員も含め合計15人が参加し､総会終了後に調理実習会を行
い食事をしながら交流会をしました｡

皆で自己紹介をしつつ話をしましたが､病気-の不安等の悩みは
多く､釧路支部結成から5年が経ちますが患者の置かれた状況と悩
みはほとんど変わっていないことを実感しました｡

今年度からは釧路支部は役員3名体制となりましたが､今後も頑
張って子吉動していきたいと思っておりますので､皆様よろしくお願
いします｡
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あ　な　た　と　身　近　に

私たち患者にとって､何かとお世話になり､相談に乗って頂く事のできる病院のr相談
室｣｡今回は､赤十字病院と星が浦病院のケースワーカーさんにお話を伺ってきました｡

総合病院　壷川路赤十字病院

1.相談室の概要を教えて下さい｡

相談室は1階中央ホールの隣にあります｡

医療社会事業部の中に医療社会事業課(3名のソーシャルワーカー)と地域連携課(1

名のソーシャルワーカー)があり､全科の患者さんのサポートをチーム医療で行って

います｡

2這芸芸雷雲悪霊冨?霊宝完Ep;孟慧孟芸F孟芸○ ②退院援助　　　　●

③社会復帰の援助　④受診､医療の援助　⑤経済的問題の解決､援助､

その他､日本赤十字社の人道と博愛精神に基づいた地域活動なども行っています0

3.どのような相談が多いですか｡

急性期医療という制度により､入院が短くなったため､患者さんの中には治寮やリ

ハビリのため次の転院先を探さなくてはなりませんo　そのサポートが多いですねo　ま

た､高齢単身者の認知症の方-のサポート､障害を持った方-の在宅支援oそれから､

医療費などの相談も少なくないです0

4.難病患者さんの相談はいかがですか｡

難病の息者さんは､病名が確定するまで､また認定後も心理的に動揺したり落ち込

むケースがありますので､心のケアがとても大事だと思い対応していますo特定疾●

の申請も行っています｡

5.メッセージをお願いします｡

少子高齢化の中､地域医療を担う病院として､療養･質を高めると共に､患者さん

が抱える様々な生き雷問題に援助していきたいと思いますo　どうぞお気軽に相談にいら

して下さいね｡

※　取材を終えて

お忙しい中､医療社会事菜裸千乗美也子深長が紙面で番ききれない位あつく語って下さいま

したo　相談室は私たち患者にとって頼れるところ､病院になくてはならない存在だと､実/:&し

ました｡

相談室の入口は入りやすく配慮されてあったり､部屋の中も落ち弟いて話せるスペースでしたG

これからもどうぞよろしくお願いいたしますo　ありがとうございましたo　　　　　く桶本　紀)
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医療法人孝仁芸　星が浦病院

1.病院の概要を教えて下さい｡

平成8年4月開院､脳神経外科､心臓血管外科､リ-ビリテ-ション科を主として､救急の

場合は24時間体制で診療しています｡平成16年11月より透析療法を開始しました｡

2.相談室の説明をお願いします｡

今年4月から､医療ソーシャルワーカー3名の体制となりましたo

外来1階待合室ロビー中央の一室が､相談室｡どんな些細なことでも気軽に利用を､

という気持ちから敢えて､患者さんが頻繁に通るわかりやすい所に置いてあります｡

3.どのような相談が多いのでしょうか｡

脳･心疾息手術は､高額になる場合が殆どです｡医療費と制度利用の相談が多いですo又､

●;こい∵十一･二.;I:L:二.I- :-:-:.+:.I; ･.I.:一言:｢■-::::: I.;il∴､-:::㌦.: (･:∴言∴ :::1'.I:'三.

の療養先紹介も多いですね｡

4.難病患者さんの相談はいかがですかo

透析患者の制度利用の相談､又､脳･心疾患を抱えていての難病の

発病で､特定申請なども行っています｡
いずれも良い療養となりますので､患者､家族の精神的な面での支

えがとても重要といつも考えています｡

この度の制度改正で､リハビリなどの日数に制限ができました｡

必要なのに受診できないという患者さんが入･外来共に増えていますa

5.皆さんへのメッセージをお願いします｡

｢なんれんくしろ｣は毎号読ませていただいています~｡

8月の帯広での全道集会には､ 3名のスタッフで参加､ ALS透析､勝原病の分科会に出席して

●芸芸景漂栗の宣告を受けたときの衝撃など､生の患者さんの声を聞き､とても実｡ある集

○　診療科目上､難病患者さんとの接触は､それ程頻度ではありませんが､脳･心疾患と重

なった時は､負担がとても大きいo　少しでも､精神的な支えになればと願い､一緒に勉強

していきたいと思っています｡ (望月千恵･医療ソーシャルワーカー)

○　在宅支援センターから､ 4月に転勤してきましたo勉強中ですが､脳･心疾患､そして

難病という患者さんの支えになれるよう､頑張りますo

(横田佐佳衣(さかえ).医療ソーシャルワーカー)

※　取材を終えて

取材に伺い､全道集会に自主的に参加下さったことを知った｡そして､その後､道新夕刊コラム(P14に

掲載)に記事を香いて下さった望月さんのお心に支部全員で御礼申し上げますo　お話の中でも､お仕事-

の三珠革な姿勢　が､とても深く伝わってきましたo

望月さん､横田さん､千葉大樹さん､どうぞこれからもご活躍下さいねo親しみと感謝を込めてo

(渡部　嘗己)
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-Jさわやか通信
8月5日(土)6日(日)に帯広市で行われました｢第33回難病患者･

障害者と家族の全道集会｣に記念講演講師として来ていただきました
厚生労働省社会援護局障害保健福祉部企画課伊原和人氏に障害者自
立支援法についての提案書を下記の通り提出しました｡

平成18年8月6日

提　案　書

財団法人北海道難病連釧路支部　　●

障害者地域共同作業所｢さわやか釧路｣

支部長･施設長　佐藤　信書苧

障害者自立支援法における
｢就労移行支援事業による就職後のフォロー方法について｣

今回の障害者自立支援法における就労移行支援事菜は､陣がい者の就業に非常に心強いもの

があります｡

しかし就職後の支援については､従来の既成概念にとらわれることなく､いかに就職した陣が

い者が永く勤められるか､最大限の配慮が必要です｡

私は､身体障智者小規模作業所(主に難病関係)の施設長として7年の実務経験(私自身も

内部障害者1級)により､現場の声として､次の提案をいたします｡

●
(1)提案理由

今回の計画では就職後6ケ月のフォロー期がありますが､陣容によっては､それでは充分で

はありません｡特に知的陣等者､精神障害者については長期のフォロー期が必要である｡

(2)方法

･原則として1ケ月毎に障害者本人-事業所担当者､企業担当者-事業所担当者が相談をする

･最初のみ半年として1年ごとに派遣継続か､ 1人立ちするかの判断を障害者本人､企業担当

者､事業所担当者が相談の上決定するo

特に､知的障害者､精神障害者には長期のフォローが必要な場合が考えられる｡
･この方法により障害者本人の悩み軽減､企業担当者の精神負担の軽減になると思われ､長期

就労に結びつくことが考えられる｡

(3)貸金･身分
･企業の考え方もありますが､基本的には身分は社員として､賃金の支払いは本人とし､企業

は､賃金の写しを事務所に送付するo

事業所の報酬は通常1ケ月分の10分の1の額とする｡

∴ ilH　⊥



年斑状.お正7g触りの注文は
『さわやか釧路』で

年賀状･喪中鯵ガ書印劇注文賛付中!

昨年ご愛顧いただきましたお客様には､仕上がりの良さや価格
の安さ､きめ細やかな対応等､大変喜ばれました｡口コミ等で年
々受注枚数も増え､ 『さわやか釧路』で働くみんなの励みと自信に

なっておりますQ l件1件､心を込めて作成する事を基本として

おります｡
｢見本チラシ｣を同封いたします｡ご近所やお知り合いの方にも

ご案内いただき､ご注文下さいますようお願い申し上げます｡尚､

『さわやか釧路』には｢実物大の見本集｣も用意しております｡
ぜひ一度お立ち寄り下さい｡皆様からのご注文を心よりお待ち申
し上げます｡

※お電話下されば､ご注文を承りにお宅-伺います｡ (市内限定)

※FAXがある場合はFAXで原稿の確認が出来ます｡

2007年

お混同細り施轟申
新年を迎える気持ちを大切にしたい｡

お正月飾りのカタログを同封しましたので､出来るだけ各部会で
とりまとめ『さわやか釧路』 -

●又､所属部会のない方は直接､
『さわやか釧路』までお早めに　　　､駕

お申し込み下さい｡　　　　　　　　　　　毛1

詳しくは､カタログをお読み下さいo　モノ牽

締め切りは　　　　　　　　　　　　　　　　ゝこ

年賀状･喪中ハガキ1 2月20日

正月飾り　　　　　　　1 2月1 5日

◎お正月飾り･年賀状販売で得る
利益は､難病連各部会の大きな財
源となります｡

皆様のご協力をお願い致します｡

守くて大きい!
(箱入りです)

(財)北海道難病連釧路支部運営
障害者地域活動センター

『さわやか釧路』

〒 085-0007釧路市堀川町5-16

TEL25-2012/fax25-2042



JPA圏全音腰署名･寄金に=.協力を!
r署名用蘇.Jを捨てるここLS

ご畠L7,11の将来を捨てる皐につながりまttんか｡

総合的難病対策の早期確立を要望し
豊かな医療と福祉の実現を目指して皆　∨
様に署名･募金のお願いをしておりま
す｡ 2003年より所得による患者負
担の増額となりました｡一人一人が声　Tt

を上げ､この活動にご協力いただくこIl
とが､私たちの願いを叶えられる第一
歩です｡
同封いたしました｢署名用紙｣は無
駄にすることなくご家族やご近所､お

I,碑く;碑く;碑く1,噛ミ

jJ

審

◆取り組み期間◆

2006年10円
i

2007年2日28日

l′

普
く

ハ〉廟( )廟; )廟; 〉廟く'>

知り合いの方に署名をいただき､お早
めに支部事務所や各部会の役員の皆さんにお送り下さいますようお
願い申し上げます｡

｢ノ協力会員言葉し-C'TGfg'-'1
ヽ

:　　耶7-川い'lL" :

:-/i:I;::-一二二L:二-:-t∴ :

三三号:　一一

I_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,J

誘知らせ---　　　｢

難病相談室を開設しています

難病連釧路支部内に相談室を設けてい
ます｡いろいろな事をご相談下さい｡

(1)疾病のこと

(2)特定疾患のこと

(3)介護保険のこと

(4)年金､身障者手帳のこと

(5)その他

開設期間

毎週　月～金(祝日休み) AMg:00-12:00

場所　難病連釧路支部内相談室

釧路市堀川町5-1 6

TELO 154-25-20 12 FAX25-2042

◎ ｢救急箱｣を設置しました｡

さわやか釧路に置いてあります｡各部会活動の際､貸し出しいたしますので､ご利用

ください｡

･血圧計･体温計･鏡痛剤･胃腸薬･下痢止め･包帯･ガーゼ･カットバン等
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2006年･L'平成1 8年)9月6日(水確日ニー

理解深める大切さ痛感

難病患者や家族たちが集まった全道集会

14
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仲
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闘い17年扉開いた
B型肝炎訴訟勝訴

勝江斥判決後の報告集会を終え､支援者からJ副ヽた電子メ
ルを見る原告の■田等和布さん(左)と母親の愛子さん

-東京･升謂上会倍(小川正成頼形)
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流
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編集　後記　@@⑳確執,⑳6)@⑳⑳¢⑳㊥酔@@

久しllTLLl=風評ttJ･いて1日専込hTしまった｡ drlビがすごく痛いと.S.っ

てf:S､ :官のEH=L事故が出たo r病内へ行ったS?J　ヒいう央drl声t棉Bt=､

置きぐ寸LI.､Jt177 Ilンt飲kTalf;｡ 1回飲ttf=qSビtLどtt汗が出て､下

無｡1ごLl !　専qlもLLがt-_さ､久ril=曾乾しtT;でき皐でLt:I.｡さ11=J.･さhも､

風群(=Lさご用Itll下さLIho

編集長　払無巾在辞令　根本寿子

今年の夏毛撮Ll温っIta15と､ 5･月わ､S占I r7月ヒ気温が低く=@更l=tFも

のかfJLlと予:hJしてLttS､ rl月末か58月l=fJ..ってかSや.'ヒ天嶋がtg絹し

て､仝直的Jこ致しl蔓ヒfJ.-LIよし1=-.｡直内の8月の平均気温Lさ平年比で1.!℃

● ::.Sf<一誌崇宗主'L霊票雪禁ごま誓ミ.T五品::･o:誓言pf:芸一4:言
が続き､暑さlこ惰れ-(いfJ.･い釧路人Lさ､串伝市Ir行bれT;8月ぎ･ 6日の仝

直隻合の時Lさ1 ql暑さLさ別格でLf:｡気=,aLH1.1℃仙1さもっT:-Lヒ思いますが､

これが十牌の更t:-I !ヒ官乾しよしも｡ ehは各でL事体5時Ql出来tFLt暑さに息齢考

や確曹q,もも六tこLさ､大変fJ.-鹿骨f=～っT:ヒ思しtます｡ヒlこかくこのように毒

しt鳴l=Lさ､水小も;R山ほっ-{三千七滴ヰこヒが健底qtTIarlヒ九､-･ !

腎臓病静合　　服　輯塩.

8月10日の直観ql朝刊t見て軸か⊆梢LI毛管えよしt-t｡厚生雀LさH.-キン

､′ン轟ヒ≡i癌椎大嶋炎の',主管色相毛細小手も予膏で島.毒団体lこ恵見t聞くと

Ltう記事が出ていました｡島.竜増で見直11うで一体&.葛団体(=ビQl梯1:J.-恵

良t聞くのでしょうが○　今11か　生三毛イ生絹毛かSも唾診料1%tL負担drl予卓が衷

+うヒ1.､｡羊し･七時､岳hLT:-r時化Lさか金のlu.配もLTA-くても良しlくSLがLt-i
LtTIね○

甑無小長辞令　　喜田　典与

毎年.馳阿寒岳に馨し)よす｡今年も乱1菅t見tこ行きt:-_Llヒ.5ってLlよす｡

t-.I:言､平B菅山fJ.tので､仲P.1ヒー純に馨しれ1:J.-LIQlが捕食です｡

でも､頂上で飲むコ-ヒーLS長息です｡これが知れ気4+転鳩｡

肝逢辞令　　稀薄a岬干

相変わSギ身辺細事ql卑しt生=_舌でLささSが､ Ei)Ql柵雀の　rt/ギaJJ　の相官

が､如何に庶Rt等Lh-tHも九､号､ t71官(=知もBrlでもさっt:I.｡

r美しい国J　って､ trギaJdrtfJ.･HEiH=fJ.1っItL,lくdrtl:ざらうか?;主禎!

昭原島辞令,:Fi書かll夜キ
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